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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第46期 第47期 第48期 第49期 第50期

決算年月 2019年２月 2020年２月 2021年２月 2022年２月 2023年２月

売上高 （千円） 1,580,064 1,457,611 1,600,106 1,596,613 1,603,146

経常利益又は経常損失

（△）
（千円） △88,980 47,087 116,922 145,009 133,073

当期純利益又は当期純損失

（△）
（千円） △53,339 81,908 73,166 166,327 94,446

持分法を適用した場合の投

資利益
（千円） － － － － －

資本金 （千円） 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 （株） 10,168 10,168 10,168 10,168 10,168

純資産額 （千円） 10,650,233 10,632,943 10,849,067 11,082,272 11,417,618

総資産額 （千円） 11,150,257 11,272,202 11,520,338 11,560,465 11,885,753

１株当たり純資産額 （円） 1,906,155 1,903,060 1,941,741 1,983,480 2,043,499

１株当たり配当額

（円）

－ － － － －

（うち１株当たり中間配当

額）
(－) (－) (－) (－) (－)

１株当たり当期純利益金額

又は１株当たり当期純損失

金額（△）

（円） △9,546 14,659 13,095 29,768 16,903

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 95.5 94.3 94.1 95.8 96.0

自己資本利益率 （％） △0.4 0.7 0.6 1.5 0.8

株価収益率 （倍） － － － － －

配当性向 （％） － － － － －

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 35,182 167,188 282,374 81,236 202,979

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 277,898 △46,233 △133,907 19,445 △231,317

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △1,200 △6,994 △8,000 △58,000 △2,000

現金及び現金同等物の期末

残高
（千円） 526,446 640,407 780,874 823,556 793,217

従業員数
（人）

78 72 68 68 68

［外、平均臨時雇用者数］ 〔123〕 〔117〕 〔110〕 〔106〕 〔106〕

株主総利回り （％） － － － － －

（比較指標：－） （％） (－) (－) (－) (－) (－)

最高株価 （円） － － － － －

最低株価 （円） － － － － －
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　（注）１．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．株主総利回り、比較指標、最高株価及び最低株価については、当社株式は非上場でありますので記載してお

りません。

５．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第50期事業年度の期首から適

用しており、第50期事業年度に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標と

なっております。
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２【沿革】

年月 事項

1973年３月 千葉県長生郡睦沢町にゴルフ場を開発・経営することを目的として、東京都新宿区に会社を設立

する。

1974年３月 千葉県知事よりゴルフ場の開発事業につき認可を受ける。

1974年４月 本店を東京都新宿区より現在地（千葉県長生郡睦沢町）に移転する。

1974年５月 ゴルフ場造成工事着工。

1975年11月 ゴルフ場造成工事完了（36ホール）、西コース（18ホール）オープンする。

1976年８月 東コース（18ホール）オープンする。

1986年10月 大上ゴルフ場（18ホール．賃借）オープンする。

2001年11月 賃借していた大上ゴルフ場（18ホール）を購入する。

 

３【事業の内容】

　当社は、ゴルフ場の経営を主たる事業とし、併せてゴルフ用品の販売、ゴルフ場の食堂売店ロッジの経営等の事業

活動を展開しております。

　なお、当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

［事業系統図］

　以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。
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４【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

 

５【従業員の状況】

(1)提出会社の状況

2023年２月28日現在
 

従業員数（人） 平均年令 平均勤続年数 平均年間給与（円）

68(106) 43才9ヶ月 11年11ヶ月 4,052,781

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

２．平均年間給与は、基準外賃金及び賞与を含んでおります。

３．当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略し

ております。

 

(2）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。

EDINET提出書類

株式会社房総カントリークラブ(E04681)

有価証券報告書

 5/69



第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 

(1)経営方針

①株主（会員）の満足度向上に努める

②お客様本位に徹し、その満足度向上を追求していく

③安定的な利益の確保を追求していく

④従業員の豊かな暮らしと幸せな人生を実現する

⑤地域を中心とした社会貢献に寄与する

 

(2)経営上の目標達成状況を判断するための客観的な指標等

年間目標来場者　133,000人

 

(3)経営環境及び対処すべき課題

ゴルフ場業界の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の基本的対処方針が変更されることにより

行動制限が緩和される一方で、エネルギーコストや物価高の上昇は歯止めがかからず、安定した収益を確保する

には困難な状況が続くものと予測されます。

このような状況のもと、当社といたしましては、各種コストの見直し削減を継続するとともに、入場者確保と

適正料金を維持するため、プレーヤーのニーズやスタイルに合わせた各種プランやイベントなどを提案し、高品

質な房総カントリークラブのブランドイメージの向上と定着、安定した経営基盤を構築してまいります。
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２【事業等のリスク】

　有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可

能性のある事項には、以下のようなものがあります。当社は、事業等のリスクが発生する可能性を認識した上で、そ

の発生の回避及び発生した場合の対応に努める所存であります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末において当社が判断したものであります。

 

(1）経営成績の気象による影響があること。

　当社の売上高は、経営努力にもかかわらず降雨、高温、降雪等の異常気象により売上高が減少することがありま

す。

(2）株主会員制度と預託金制度の両方が並存していること。

　会員の地位が法的に異なっております。株主会員については、当社の株主としての地位を有し議決権を有しま

す。預託金会員については、債権者としての地位を有します。預託金制度は、償還期限到来後、個々の当該会員の

希望があれば償還されるべきものと考えております。

(3）種類株式を発行していること。

　当社は普通株式及び劣後株式を発行しております。剰余金の配当または残余財産の分配をするときは、劣後株式

に先だって、普通株式に配当または分配をなし、普通株式1株の配当額または分配額は、劣後株式35株の配当額ま

たは分配額と同等となっております。

(4）配当政策に関すること。

　当社は剰余金の配当を行っておりません。その基本的考え方は、株主によりよいゴルフ場及び付帯施設での快適な

プレー環境を維持することで、利益の還元を図っていくことと考えておりますので、今後とも内部留保に努めてまい

ります。

 

(5)新型コロナウイルスについて

新型コロナウイルス感染症の基本的対処方針が変更されたものの、コンペパーティーなどはコロナ以前の水準に

戻らず、当社の業績に大きな影響を与える可能性があります。

 

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

経営成績等の状況の概要

(1）財政状態及び経営成績の状況

当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症が減少傾向となったことから行動制限の緩和が予

定される一方で、急激な円安の進行による原材料価格の高騰に起因した物価高の上昇が続くなど、依然として先行

き不透明な状況で推移いたしました。

ゴルフ場業界全体におきましては、コロナ禍ではあるものの、屋外スポーツであるゴルフが比較的安全なスポー

ツであるとの認識が続き、若干回復の傾向がみられたものの、コンペパーティーの減少などにより、レストラン部

門の売上についてはコロナ以前の水準には届かず、さらに、原材料やエネルギーコストが上昇の一途を辿るなど、

厳しい経営環境にありました。

このような状況のもと、当社におきましては、お客様が快適にプレーできる様、組数の制限を行い、コース内お
よびレストランでの待ち時間の短縮に努めました。また、会員様のご支援とご理解のもと、2018年の「第86回日本
プロゴルフ選手権大会」に続き、2027年に「第92回日本オープンゴルフ選手権」の開催が決定し、知名度の向上と
コースクオリティのアップを進め、また、2022年10月から2023年5月末まで期間限定で、「2022名義変更減額キャ
ンペーン（名義書換料および利用者変更料減額キャンペーン）」を実施しており、収益の確保に努めてまいりまし
た。

これらの結果、当事業年度の業績は、入場者数が、両ゴルフ場で前期比11.1％減の128,673人、売上高は、

「2022名義変更減額キャンペーン」を実施したため、前期比0.4％増の1,603,146千円となり、営業利益は84,178千

円、経常利益は133,073千円となり、当期純利益は94,446千円となりました。

なお、当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略

しております。

(2）キャッシュ・フローの状況

当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ30,338千円減少し、

当事業年度末には793,217千円となりました。

また、当事業年度中における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
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当事業年度において営業活動の結果得られた資金は202,979千円（前年同期比121,742千円増）となりました。

これは主に、税引前当期純利益の計上などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度において投資活動の結果使用した資金は231,317千円（前年同期は19,445千円の資金獲得）となり

ました。

これは主に、定期預金の預入による支出や有形固定資産の取得による支出があった一方で、定期預金の払戻に

よる収入があったことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度において財務活動の結果使用した資金は2,000千円（前年同期は58,000千円の使用）となりまし

た。

これは入会預り保証金の返済による支出によるものであります。
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仕入及び販売の実績

　当社はゴルフ場事業及びこれに付随する業務の単一セグメントであるため、以下の記載についてはゴルフ場別に記

載しております。

(1）商品仕入実績

　当事業年度の商品仕入実績（プロショップ仕入）をゴルフ場別に示すと次のとおりであります。

ゴルフ場別
第50期

（自　2022年３月１日
至　2023年２月28日）

前期比（％）

房総ゴルフ場（千円） 9,990 89.6

大上ゴルフ場（千円） 4,812 92.7

合計（千円） 14,803 90.6

 

(2）原材料仕入実績

　当事業年度の原材料仕入実績（レストラン食材等）をゴルフ場別に示すと次のとおりであります。

ゴルフ場別
第50期

（自　2022年３月１日
至　2023年２月28日）

前期比（％）

房総ゴルフ場（千円） 84,743 102.1

大上ゴルフ場（千円） 38,014 100.3

合計（千円） 122,757 101.5
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(3）販売実績

　当事業年度の販売実績をゴルフ場別に示すと次のとおりであります。

ゴルフ場別
第50期

（自　2022年３月１日
至　2023年２月28日）

前期比（％）

房総ゴルフ場 プレー収入（千円） 694,952 93.2

 商品売上収入（千円） 11,325 85.2

 
レストラン収入

（千円）
221,843 97.8

 

その他の収入

（ロッカー専有料）

（千円）

5,543 106.0

小計（千円） 933,664 94.2

大上ゴルフ場 プレー収入（千円） 344,446 95.9

 商品売上収入（千円） 5,610 87.6

 
レストラン収入

（千円）
99,425 93.0

小計（千円） 449,482 95.2

登録料収入（千円） 101,890 933.0

年会費収入（千円） 118,110 96.1

合計（千円） 1,603,146 100.4

（注）登録料収入が大幅に増加したのは、当期において「2022名義変更減額キャンペーン（名義書換料および利用者変更

料減額キャンペーン）」を行ったためであります。
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経営者の視点による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）重要な会計方針及び見積り

当社の財務諸表は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して作成しております。

その作成には経営者による会計方針の選択・適用、資産・負債及び収益・費用の報告金額及び開示に影響を与える

見積りを必要としております。経営者はこれらの見積りについて過去の実績等を勘案し合理的に判断しております

が、実際の結果は見積り特有の不確実性があるため、これらの見積りとは異なる場合があります。

当社の財務諸表で採用する重要な会計方針は、「第５　経理の状況　１財務諸表等　(1)財務諸表　注記事項

（重要な会計方針）」に記載しております。

また、財務諸表の作成にあたって用いた会計上の見積り及び仮定のうち、重要なものは「第５　経理の状況　１

財務諸表等　(1)財務諸表　注記事項（重要な会計上の見積り）」に記載しております。

 

(2）財政状態の分析

（流動資産）

　当事業年度末における、流動資産の残高は、1,232,623千円（前事業年度末は1,332,717千円）となり100,093千

円の減少となりました。主な要因は、現金及び預金が30,338千円、定期預金が50,000千円減少したことなどによる

ものであります。

　現金及び預金の減少の原因は「経営成績等の状況の概要　(2)キャッシュ・フローの状況」において記載してお

ります。

（固定資産）

　当事業年度末における固定資産の残高は、10,653,130千円（前事業年度末は10,227,747千円）となり425,382千

円の増加となりました。主な要因は、有形固定資産が53,229千円、投資有価証券が308,548千円、長期性預金が

100,000千円増加したことなどによるものであります。

（流動負債）

　当事業年度末における流動負債の残高は、180,894千円（前事業年度末は213,901千円）となり、33,007千円の減

少となりました。主な要因は、未払金が15,860千円、未払法人税等が10,805千円、未払消費税等が8,551千円減少

したことなどによるものであります。

（固定負債）

　当事業年度末における固定負債の残高は287,240千円（前事業年度末は264,290千円）となり、22,950千円の増加

となりました。主な要因は、役員退職慰労引当金が26,680千円減少したものの、繰延税金負債が46,386千円増加し

たことなどによるものであります。

（純資産）

　当事業年度における純資産合計は、11,417,618千円（前事業年度末は11,082,272千円）となり、335,345千円の

増加となりました。主な要因は、当期純利益の計上94,446千円、評価・換算差額等が240,899千円増加したことに

よるものであります。

(3）経営成績の分析

　「経営成績等の概要　(1)財政状態及び経営成績の状況」を参照して下さい。

(4）資本の財源及び資本の流動性に係る分析

　当社の資金状況は、策定した年度の利益計画予算書や設備投資計画予算書に基づいて、プレー収入やレストラン

収入など営業収入を資金源とした月次支払予定表を作成することにより適正な資金管理に努め、すべて自己資金に

よって行うことを基本としております。
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４【経営上の重要な契約等】

　特に記載すべき事項はありません。

５【研究開発活動】

　特に記載すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】
当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略して

おります。

１【設備投資等の概要】

当事業年度に実施した設備投資額は、152,764千円であり、主なものは次のとおりであります。なお、これらに伴

う資金はすべて自己資金にて充当いたしました。

房総ゴルフ場 東コースバンカー改修他工事一式 42,772千円

 コース管理用機器一式 23,130千円

 東10番～11番カート道路舗装工事一式 10,840千円

 自動精算機導入（4台） 10,286千円

   

大上ゴルフ場 自動精算機導入（2台） 4,723千円

 2番他カート道路舗装工事一式 4,664千円

 

２【主要な設備の状況】

　当社は千葉県内に２ヶ所のゴルフ場を運営しており、主要な設備は以下のとおりであります。

2023年２月28日現在
 

事業所名
（所在地）

設備の内容

帳簿価額

従業員数
（人）

建物及び構
築物
（千円）

車両運搬具
（千円）

コース勘定
（千円）

土地
（千円）
（面積㎡）

その他
（千円）

合計
（千円）

房総ゴルフ場

（千葉県長生郡睦沢

町）

ゴルフ場

（36ホール）
494,211 40,050 2,652,053

1,519,384

(1,664,556)
64,135 4,769,834 47

大上ゴルフ場

（千葉県長生郡睦沢

町）

ゴルフ場

（18ホール）
141,128 12,475 1,644,303

891,976

(777,248)
47,020 2,736,905 21

　（注）帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品であり、建設仮勘定は含んでおりません。

 

３【設備の新設、除却等の計画】

　当社の設備投資については、経営環境を総合的に勘案して策定しております。

　なお、当事業年度末における重要な設備の新設、改修計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,500

劣後株式 8,500

計 20,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数

（株）
（2023年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（2023年５月29日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,168 6,168 非上場・非登録 （注）1.2.3.4

劣後株式 4,000 4,000 非上場・非登録 （注）1.3.4.5

計 10,168 10,168 － －

　（注）１．当会社の株式の譲渡または取得については、株主または取得者は取締役会の承認を受けなければなりませ

ん。

２．権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。なお、発行済株式のうち、クラブ規約

に基づき当社の経営するゴルフ場の会員となれる資格を有する株式は3,698株です。

３．当会社が、剰余金の配当または残余財産の分配をするときは、劣後株式に先だって、普通株式に配当または

分配をなし、普通株式1株の配当額または分配額は、劣後株式35株の配当額または分配額と同等とします。

４．当社は単元株制度は採用しておりません。

５．会社法第322条第2項に規定する定款の定めの有無

会社法第322条第2項に規定する定款の定めはありません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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③【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2010年1月26日

（注）
△4,327 10,168 － 100,000 － －

　（注）自己株式の消却による減少であります。

（５）【所有者別状況】

 ①普通株式

2023年２月28日現在
 

区分

株式の状況

単元未満株
式の状況政府及び地

方公共団体
金融機関

金融商品取
引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） － 1 1 520 － － 3,009 3,531 －

所有株式数

（株）
－ 4 1 3,113 － － 3,050 6,168 －

所有株式数の

割合（％）
－ 0.06 0.02 50.47 － － 49.45 100.00 －

（注）自己株式695株は、「その他の法人」に含まれております。

 

②劣後株式

2023年２月28日現在
 

区分

株式の状況

単元未満株
式の状況政府及び地

方公共団体
金融機関

金融商品取
引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） － － － 4 － － － 4 －

所有株式数

（株）
－ － － 4,000 － － － 4,000 －

所有株式数の

割合（％）
－ － － 100.00 － － － 100.00 －
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（６）【大株主の状況】
 

  2023年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社笠間ゴルフクラブ 茨城県笠間市池野辺2523番地 1,775 18.73

株式会社明智ゴルフ倶楽部
岐阜県恵那市明智町吉良見字西山980番地

の2
1,770 18.68

株式会社可児ゴルフ倶楽部 岐阜県可児市久々利向平221-2 1,730 18.26

一般社団法人有報倶楽部 茨城県笠間市池野辺2523番地 500 5.27

株式会社アクアパルス 神奈川県横浜市金沢区福浦2-11-7 11 0.11

小津産業株式会社 東京都中央区日本橋本町3丁目6-2 8 0.08

ファインテック株式会社 東京都千代田区神田佐久間町4丁目22-1 7 0.07

吉野　潤一 千葉県茂原市 7 0.07

九十九薬品株式会社 千葉県大網白里市みやこ野2-1-9 6 0.06

千葉石油株式会社 千葉県茂原市茂原185番地 6 0.06

山村　章夫 千葉県四街道市 6 0.06

計 ─ 5,826 61.50

（注）当社は、自己株式695株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。また、持株比率は自己株式を控

除して計算しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2023年２月28日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　695 ― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式5,473 5,473

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

劣後株式4,000 4,000 （注）

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 10,168 ― ―

総株主の議決権 ― 9,473 ―

　（注）　剰余金の配当または残余財産の分配をするときは、劣後株式に先だって、普通株式に配当または分配をなし、

普通株式1株の配当額または分配額は、劣後株式35株の配当額または分配額と同等となる株式。

②【自己株式等】

2023年２月28日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社房総カント

リークラブ

千葉県長生郡睦沢町

妙楽寺字直沢

２３００

695 ― 695 6.83

計 ― 695 ― 695 6.83

 

２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】 普通株式

 

（１）【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

（２）【取締役会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

　該当事項はありません。
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（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

 

区分

当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額
（円）

株式数（株）
処分価額の総額
（円）

引き受ける者の募集を行った取得自己株
式

― ― ― ―

消却の処分を行った取得自己株式 ― ― ― ―

合併、株式交換、株式交付、会社分割に
係る移転を行った取得自己株式

― ― ― ―

その他 ― ― ― ―

保有自己株式数 695 ― 695 ―

 

 

３【配当政策】

 当社の剰余金の配当の決定機関は、株主総会であります。

　当社の配当政策における基本的な方針は、株主のみなさまにより良いゴルフ場及びその付帯設備での快適なプレー

環境を提供することで、利益の還元を図っていくこととしております。

　よって基本的な考え方としては、全額内部留保とさせていただき、所有するゴルフ場及びその付帯設備の将来の整

備、改良等に備えることとさせていただいております。

EDINET提出書類

株式会社房総カントリークラブ(E04681)

有価証券報告書

20/69



４【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの概要】

（コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方）

　当社は、株主会員を中心とするゴルフ場を経営しており、株主会員及び預託金会員、ゲストに快適なプレーを楽し

んでもらうため、価格競争による乱売を避けつつサービスの提供を行い、最適なゴルフ場環境を作り上げることに力

を注いでおります。当社のコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方は、この基本方針実現を目的とし、費

用対効果や効率性を常に念頭に、内部統制システムの確立に努めております。そのために、当社は、房総ゴルフ場と

大上ゴルフ場の２コースを営んでおりますが、組織上は統一化を図っており、職員を相互に助勤させるなど迅速で正

確な情報伝達体系をつくりあげることに努めております。

（コーポレート・ガバナンス体制の状況）

①取締役会

　当社の取締役会は有価証券報告書提出日現在３名であり、取締役会は２ヶ月に１回の開催により、経営上の重要

な意思決定を効率的に行っております。

②取締役の定数

　当社の取締役は５名以内とする旨定款に定めております。

③監査役会及び内部監査

　当社は監査役会制度を採用しており、監査役会は常勤監査役１名および監査役３名の合計４名で構成されており

ます。各監査役は、監査役会が定めた監査の方針、業務の分担等に従い、取締役会への出席や、業務及び財務の状

況の調査等を通じ、取締役の職務遂行の監査を行っております。なお、社外監査役と当社との間には特筆すべき利

害関係はありません。

　また、内部監査につきましては、役員及び従業員の人数が少ないため担当部門はありませんが、業務の相互

チェック機構を通じて不正を防ぐ努力をしております。

④会計監査人及び法律事務所

　当社は会計監査について、会計監査人から監査役会及び取締役会が、会社法及び金融商品取引法に基づく会計監

査の報告を受けております。

　また、法律事務所と顧問契約を締結し、企業経営及び日常業務に関して法律上のアドバイスを受ける体制を採っ

ております。

⑤役員報酬

　当事業年度における当社の取締役及び監査役に対する報酬は以下のとおりであります。

役員報酬 社内取締役に支払った報酬 40,650千円  

 社外取締役に支払った報酬 ―千円  

 社内監査役に支払った報酬 ―千円  

 社外監査役に支払った報酬 3,860千円  

 計 44,510千円  

⑥企業統治に関するその他の事項

　取締役および監査役の賠償責任保険契約の内容

　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者が

負担することになる第三者訴訟、株主代表訴訟等における損害を当該保険契約により塡補することとしておりま

す。また、当該保険契約の被保険者は当社の取締役および監査役であり、すべての被保険者について、その保険料

を全額当社が負担しております。

⑦取締役の選任決議要件

　当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主

が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨定款に定めております。また、取締役の選任決議は、累積投票によ

らないものとする旨定款に定めております。

⑧株主総会の特別決議要件

 当社は、会社法第309条第2項に定める株主総会特別決議要件について、議決権を行使することができる株主の議

決権の3分の1以上を有する株主が出席し、その議決権の3分の2以上をもって行う旨定款に定めております。これ

は、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目的とするも

のであります。
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（２）【役員の状況】

①役員一覧

男性７名　女性－名　（役員のうち女性の比率－％）

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（株）

代表取締役社長 吉野　潤一 1973年２月22日生

 
2003年10月 当社房総ゴルフ場副支配人

2004年11月 当社房総ゴルフ場・大上ゴルフ場

副支配人

2006年５月 当社取締役房総ゴルフ場・大上ゴ

ルフ場副支配人兼管理ブロック長

2008年５月

 

 
2011年５月

 
2014年５月

2016年５月

当社取締役房総ゴルフ場担当（房

総ゴルフ場・大上ゴルフ場副支配

人兼管理ブロック長）

当社取締役房総ゴルフ場・大上ゴ

ルフ場支配人

当社取締役総支配人

当社取締役副社長兼総支配人

2020年７月 当社代表取締役社長（現任）
　

（注）2 普通株式7

取締役業務部長兼大上ゴル

フ場支配人
中村　武則 1973年９月６日生

 
 2003年10月 当社管理ブロック係長

2006年４月 当社業務課長代理

2011年５月

2016年５月

 
2018年５月

当社業務課長

当社取締役業務部長兼副支配人

（大上担当）

当社取締役業務部長兼支配人（大

上担当）

2020年７月 当社取締役業務部長兼大上ゴルフ

場支配人（現任）

2023年４月 株式会社可児ゴルフ倶楽部監査役

（現任）
　

（注）2 普通株式1

取締役房総ゴルフ場支配人 中村　由洋 1971年10月13日生

 
2017年４月 当社房総ゴルフ場ハウスブロック

課長（副支配人代理）

2017年６月 当社副支配人（房総担当）

2018年５月 当社取締役支配人（房総担当）

2020年７月 当社取締役房総ゴルフ場支配人

（現任）
　

（注）2 普通株式1

常勤監査役 篠原　勝幸 1948年９月９日生

 
 1989年４月 京葉銀行初石支店支店長

1999年10月 同行融資第二部副部長

2000年６月

2005年10月

2013年８月

2018年５月

中央産業株式会社常務取締役

同社専務取締役

同社退職

当社常勤監査役（現任）
　

（注）3 普通株式1

監査役 鮎原　政司 1947年７月29日生

 
1995年２月 京葉銀行高根支店支店長

1997年３月 同行船橋駅前支店支店長

2002年６月

 
2007年６月

2011年５月

2018年５月

株式会社京葉ライフエージェン

シー常務取締役営業本部長

同社退職

当社常勤監査役

当社監査役（現任）
　

（注）4 普通株式1

監査役 末木　重樹 1944年６月26日生

 
1968年４月 富士紡績株式会社入社

1996年６月 同社取締役人事部長

1998年６月 同社常務取締役

2005年６月 同社退職

2009年５月

2011年５月

当社常勤監査役

当社監査役（現任）
　

（注）4 －
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（株）

監査役 内山　稔之 1974年２月６日生

 
2017年12月 株式会社明智ゴルフ倶楽部取締役

執行役員

2019年５月 同社取締役レストラン事業部長兼

グリーン事業部長

2020年２月 同社取締役総支配人

2021年４月 同社総支配人兼情報システム担当

2021年12月 同社取締役経営管理部長兼内部監

査室長兼情報システム担当部長

（現任）

2022年５月 当社監査役（現任）
　

（注）3 －

    計  普通株式11

（注）１．監査役篠原勝幸、鮎原政司および末木重樹ならびに内山稔之は、社外監査役であります。

２．2022年５月25日開催の定時株主総会の終結の時から２年間

３．2022年５月25日開催の定時株主総会の終結の時から４年間

４．2021年５月24日開催の定時株主総会の終結の時から４年間

 

②社外役員の状況

当社と社外監査役４名との人的関係、資本的関係又は取引関係その他の利害関係はありません。

また、社外取締役はおりません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社房総カントリークラブ(E04681)

有価証券報告書

23/69



（３）【監査の状況】

①監査役監査及び内部監査の状況

監査役監査及び内部監査の状況等につきましては、「４ コーポレート・ガバナンスの状況等（１）コーポレー

ト・ガバナンスの概要」に記載しております。

 

②会計監査の状況

イ．監査法人の名称

みかさ監査法人

ロ．継続監査期間

６年間

ハ．業務を執行した公認会計士

安田　幸一

ニ．監査業務に係る補助者の構成

当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士３名、その他３名であります。

ホ．監査法人の選定方針と理由

選定方針

「会計監査人の評価及び選定基準策定に関する監査役等の実務指針」（（公社）日本監査役協会）に記

載されている、会計監査人の選定基準項目に従い選定しております。また会計監査人が会社法第340条第１

項各号に定める項目に該当すると認められる場合には、監査役全員の同意に基づき株主総会に提出する会

計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定します。

理由

みかさ監査法人は会計監査人としての独立性及び専門性、当社の業種や事業規模、業務内容に適した監

査対応、監査費用の相当性等を総合的に勘案した結果、適任と判断いたしました。

ヘ．監査役による監査法人の評価

当社の監査役は、当事業年度におけるみかさ監査法人の監査方法及び結果を相当であると評価しておりま

す。

 

③監査報酬の内容等

イ．監査公認会計士等に対する報酬の内容

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

3,950 － 5,000 －

ロ．監査公認会計士等と同一のネットワークに属する組織に対する報酬（イ．を除く）

該当事項はありません。

ハ．その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

該当事項はありません。

ニ．監査報酬の決定方針

該当事項はありませんが、監査日数等を勘案したうえで決定しております。

ホ．監査役が会計監査人の報酬等に同意した理由

監査役は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務執行状況及び報酬の見積もりの算出根拠等が当

社の事業規模や事業内容に適切であるかどうかについて必要な検証を行い、会計監査人の報酬等の金額につ

いて同意の判断を行っております。

 

 

EDINET提出書類

株式会社房総カントリークラブ(E04681)

有価証券報告書

24/69



（４）【役員の報酬等】

当社は、非上場会社でありますので、記載すべき事項はありません。なお、役員報酬の内容につきまして

は、「４．コーポレート・ガバナンスの状況等（１）コーポレート・ガバナンスの概要」に記載しておりま

す。
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（５）【株式の保有状況】

当社は非上場会社でありますので、記載すべき事項はございません。
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第５【経理の状況】

１．財務諸表の作成方法について

　当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号）に基づい

て作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度（2022年３月１日から2023年２月28日ま

で）の財務諸表について、みかさ監査法人により監査を受けております。

 

３．連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。

４．財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて
　当社は、財務諸表等の適正性を確保するために、研修・セミナー等に積極的に参加し適正性確保に取り組んでおり

ます。
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１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】
 

  (単位：千円)

 
前事業年度

(2022年２月28日)
当事業年度

(2023年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 823,556 793,217

定期預金 350,000 300,000

売掛金 139,064 119,308

商品 340 539

原材料及び貯蔵品 23,706 22,478

前払費用 1,455 1,092

その他 663 1,471

貸倒引当金 △6,068 △5,484

流動資産合計 1,332,717 1,232,623

固定資産   

有形固定資産   

建物 2,205,438 2,213,184

減価償却累計額 △1,779,849 △1,804,305

建物（純額） 425,589 408,879

構築物 1,945,172 1,975,504

減価償却累計額 △1,729,464 △1,749,043

構築物（純額） 215,708 226,461

車両運搬具 737,932 755,480

減価償却累計額 △685,866 △702,954

車両運搬具（純額） 52,066 52,525

工具、器具及び備品 486,470 522,869

減価償却累計額 △391,269 △411,713

工具、器具及び備品（純額） 95,201 111,156

コース勘定 4,253,584 4,296,356

土地 2,411,360 2,411,360

有形固定資産合計 7,453,510 7,506,740

無形固定資産   

電話加入権 2,894 2,894

ソフトウエア 11,420 9,002

その他 2,800 2,800

無形固定資産合計 17,114 14,696

投資その他の資産   

投資有価証券 1,593,175 1,901,723

出資金 26,218 26,218

長期性預金 1,100,000 1,200,000

長期滞留債権 26,020 25,858

保険積立金 1,437 1,726

長期前払費用 488 424

繰延税金資産 31,143 －

その他 4,660 1,600
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(2022年２月28日)
当事業年度

(2023年２月28日)

貸倒引当金 △26,020 △25,858

投資その他の資産合計 2,757,122 3,131,693

固定資産合計 10,227,747 10,653,130

資産合計 11,560,465 11,885,753

負債の部   

流動負債   

買掛金 10,839 12,319

未払金 98,670 82,809

未払費用 49,927 49,421

未払法人税等 16,231 5,425

未払消費税等 15,280 6,729

前受金 5,544 6,336

預り金 7,991 7,638

賞与引当金 9,036 9,912

その他 380 302

流動負債合計 213,901 180,894

固定負債   

入会預り保証金 182,000 182,000

退職給付引当金 19,610 22,853

役員退職慰労引当金 62,680 36,000

繰延税金負債 － 46,386

固定負債合計 264,290 287,240

負債合計 478,192 468,135

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金   

その他資本剰余金 8,411,142 8,411,142

資本剰余金合計 8,411,142 8,411,142

利益剰余金   

その他利益剰余金   

建物準備金 850,000 900,000

繰越利益剰余金 1,927,956 1,972,402

利益剰余金合計 2,777,956 2,872,402

自己株式 △98,690 △98,690

株主資本合計 11,190,409 11,284,855

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △108,136 132,762

評価・換算差額等合計 △108,136 132,762

純資産合計 11,082,272 11,417,618

負債純資産合計 11,560,465 11,885,753
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②【損益計算書】
 

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　2021年３月１日
　至　2022年２月28日)

当事業年度
(自　2022年３月１日
　至　2023年２月28日)

売上高   

プレー収入 1,104,544 1,039,398

登録料収入 10,920 101,890

商品売上収入 19,685 16,936

レストラン収入 333,431 321,268

年会費収入 122,802 118,110

その他の収入 5,229 5,543

売上高合計 1,596,613 1,603,146

売上原価   

商品売上原価   

商品期首棚卸高 1,582 340

当期商品仕入高 16,333 14,803

合計 17,916 15,143

商品期末棚卸高 340 539

商品売上原価 17,576 14,604

原材料費   

原材料期首棚卸高 2,769 2,678

当期原材料仕入高 120,883 122,757

合計 123,652 125,436

原材料期末棚卸高 2,678 3,103

原材料費 120,974 122,332

給料手当 471,820 444,079

賞与引当金繰入額 8,287 9,161

退職給付費用 4,426 4,020

福利厚生費 74,849 74,252

競技費 3,025 3,837

外注費 48,827 23,149

コース資材費 90,929 119,608

修繕費 57,160 84,258

消耗品費 64,513 72,233

燃料費 38,953 42,667

水道光熱費 44,699 64,608

旅費交通費 52 89

諸手数料 5,129 4,840

通信費 8,486 5,252

租税公課 29,906 31,504

保険料 7,775 8,484

減価償却費 87,940 99,410

賃借料 1,091 2,889
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　2021年３月１日
　至　2022年２月28日)

当事業年度
(自　2022年３月１日
　至　2023年２月28日)

衛生管理費 10,178 10,293

雑費 11,446 12,241

売上原価合計 1,208,051 1,253,817

売上総利益 388,561 349,329

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 96,556 78,397

賞与引当金繰入額 748 859

退職給付費用 363 273

役員退職慰労引当金繰入額 120 3,320

福利厚生費 7,186 6,795

広告宣伝費 82,653 75,266

事務用消耗品費 3,997 3,785

旅費及び交通費 5,513 5,194

通信費 881 1,340

交際費 7,532 5,862

租税公課 425 111

賃借料 4,399 7,794

減価償却費 5,269 3,618

諸手数料 37,107 41,056

寄附金 536 512

貸倒引当金繰入額 10,290 6,873

雑費 20,978 24,088

販売費及び一般管理費合計 284,560 265,151

営業利益 104,001 84,178

営業外収益   

受取利息 132 108

受取配当金 34,660 39,980

償却債権取立益 － 1,643

雑収入 6,215 7,163

営業外収益合計 41,008 48,895

経常利益 145,009 133,073

特別利益   

固定資産売却益 － 772

投資有価証券売却益 14,688 －

役員退職慰労引当金戻入額 53,400 －

特別利益合計 68,088 772
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　2021年３月１日
　至　2022年２月28日)

当事業年度
(自　2022年３月１日
　至　2023年２月28日)

特別損失   

災害による損失 13,118 －

特別損失合計 13,118 －

税引前当期純利益 199,980 133,846

法人税、住民税及び事業税 41,236 29,519

法人税等調整額 △7,584 9,881

法人税等合計 33,652 39,400

当期純利益 166,327 94,446
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　2021年３月１日　至　2022年２月28日）

      (単位：千円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
 

その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

 建物準備金
繰越利益剰
余金

当期首残高 100,000 8,411,142 8,411,142 800,000 1,811,628 2,611,628 △98,690 11,024,081

当期変動額         

建物準備金の積立    50,000 △50,000 -  -

当期純利益     166,327 166,327  166,327

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

        

当期変動額合計 - - - 50,000 116,327 166,327 - 166,327

当期末残高 100,000 8,411,142 8,411,142 850,000 1,927,956 2,777,956 △98,690 11,190,409

 

    

 評価・換算差額等
純資産合計

 その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

当期首残高 △175,014 △175,014 10,849,067

当期変動額    

建物準備金の積立   -

当期純利益   166,327

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

66,878 66,878 66,878

当期変動額合計 66,878 66,878 233,205

当期末残高 △108,136 △108,136 11,082,272
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当事業年度（自　2022年３月１日　至　2023年２月28日）

      (単位：千円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
 

その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

 建物準備金
繰越利益剰
余金

当期首残高 100,000 8,411,142 8,411,142 850,000 1,927,956 2,777,956 △98,690 11,190,409

当期変動額         

建物準備金の積立    50,000 △50,000 －  －

当期純利益     94,446 94,446  94,446

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

        

当期変動額合計 － － － 50,000 44,446 94,446 － 94,446

当期末残高 100,000 8,411,142 8,411,142 900,000 1,972,402 2,872,402 △98,690 11,284,855

 

    

 評価・換算差額等
純資産合計

 その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

当期首残高 △108,136 △108,136 11,082,272

当期変動額    

建物準備金の積立 － － －

当期純利益   94,446

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

240,899 240,899 240,899

当期変動額合計 240,899 240,899 335,345

当期末残高 132,762 132,762 11,417,618
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④【キャッシュ・フロー計算書】
 

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　2021年３月１日
　至　2022年２月28日)

当事業年度
(自　2022年３月１日
　至　2023年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益 199,980 133,846

減価償却費 93,209 103,028

貸倒引当金の増減額（△は減少） △33,061 △746

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,261 875

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,505 3,243

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △53,280 △26,680

受取利息及び受取配当金 △34,792 △40,088

有形固定資産売却損益（△は益） - △772

投資有価証券売却損益（△は益） △14,688 -

売上債権の増減額（△は増加） 32,550 20,709

棚卸資産の増減額（△は増加） 3,643 1,028

その他の流動資産の増減額（△は増加） △279 △444

仕入債務の増減額（△は減少） △1,536 1,479

未払消費税等の増減額（△は減少） △18,577 △8,551

その他の流動負債の増減額（△は減少） △62,608 16,286

小計 110,803 203,214

利息及び配当金の受取額 34,792 40,089

法人税等の支払額 △64,358 △40,324

営業活動によるキャッシュ・フロー 81,236 202,979

投資活動によるキャッシュ・フロー   

長期性預金の預入による支出 △300,000 △400,000

定期預金の払戻による収入 400,000 350,000

有形固定資産の取得による支出 △88,400 △183,849

有形固定資産の売却による収入 - 803

無形固定資産の取得による支出 △6,561 △1,042

投資有価証券の取得による支出 △164,352 -

投資有価証券の売却による収入 179,040 -

その他の収入 - 3,060

その他の支出 △281 △289

投資活動によるキャッシュ・フロー 19,445 △231,317

財務活動によるキャッシュ・フロー   

入会預り保証金の返済による支出 △58,000 △2,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △58,000 △2,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 42,681 △30,338

現金及び現金同等物の期首残高 780,874 823,556

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 823,556 ※ 793,217
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用してお

ります。

市場価格のない株式等

　移動平均法による原価法を採用しております。

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　商品・原材料・貯蔵品…最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）を採用しております。

３．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産

　①　ゴルフ場にかかる建物（建物附属設備を含む）および構築物

　　　定額法を採用しております。その他の有形固定資産については、定率法を採用しております。

②　少額減価償却資産

　取得価額が100千円以上200千円未満の資産については、３年均等償却によっております。

(2）無形固定資産

　　定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（5

年）に基づいております。

(3）長期前払費用

　均等償却によっております。

４．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

　債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2）賞与引当金

　従業員の賞与金の支払に備えて、賞与支給見込額の当期負担額を計上しております。

(3)退職給付引当金

一般職の従業員の退職金に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額（簡便法）に基づ

き、当事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。

(4)役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく期末要支給額を計上しております。

５．収益及び費用の計上基準

約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれ

る金額で収益を認識しております。プレー収入、レストラン売上等は顧客のゴルフ場利用又はレストラン利用

を履行義務として認識しており、顧客がゴルフ場利用又はレストラン利用をした時点で収益を認識しておりま

す。年会費は、会員のゴルフ場施設利用機会の提供を履行義務として認識しております。

６．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。
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（重要な会計上の見積り）

貸倒引当金の設定

１．当事業年度の財務諸表に計上した金額

（単位：千円）

 前事業年度 当事業年度

貸倒引当金（流動） △6,068 △5,484

貸倒引当金（固定） △26,020 △25,858

 

２．識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

（１）算出方法

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

（２）主要な仮定

売掛金のうち2022年度年会費未回収額について50%の割合で、長期滞留債権（2004年度～2021年度年

度年会費未回収額）については全額貸倒引当金を設定しております。

（３）翌事業年度の財務諸表に与える影響等

当該見積りは、現時点における最善の見積りによって決定されておりますが、将来の不確実な経済条

件の変動などによって影響を受ける可能性があり、実際に発生した回収不能金額が見積り額と異なった

場合、翌事業年度の財務諸表において重要な影響を与える可能性があります。

 

繰延税金資産の回収可能性

１．当事業年度の財務諸表に計上した金額

（単位：千円）

 前事業年度 当事業年度

繰延税金資産 31,143 21,262

（注）当事業年度の繰延税金資産は繰延税金負債との相殺前の金額であります。

２．識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

（１）算出方法

事業計画により見積もられた将来の課税所得に基づき、繰延税金資産を計上しております。

（２）主要な仮定

新型コロナウイルス感染症の影響については不確定な要素が多いため、当社では繰延税金資産の回収

可能性について、財務諸表作成時において入手可能な情報に基づき実施しております。なお、新型コロ

ナウイルス感染症の影響は、翌事業年度まで一定期間影響が続くとの仮定を前提として会計上の見積り

を行っております。

（３）翌事業年度の財務諸表に与える影響等

課税所得が生じる時期及び金額は、将来の不確実な経済状況の変動によって影響を受ける可能性があ

り実際に生じた時期及び金額が見積りと異なった場合、翌事業年度以降の財務諸表において繰延税金資

産を認識する金額に重要な影響を与える可能性があります。

このため、（２）に記載した主要な仮定については、最善の見積りを前提としておりますが、今後の

新型コロナウイルス感染症及び経済動向によって、事後的な結果と乖離が生じる場合があります。
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（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」と

いう。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしました。なお、当事業年

度の損益に与える影響は軽微であります。

収益認識会計基準の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っていますが、当事業年度における期首繰越利益剰余金に与える影響はありません。

なお、収益認識会計基準89-３項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度に係る「収益認識関係」

注記については記載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」と

いう。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44‐2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしました。なお、財務諸表に与える影響はあ

りません。

また、金融商品に関する注記において、金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項等の注記を行

うことといたしました。ただし、「金融商品の時価等の開示に関する適用指針（企業会計基準適用指針第19

号　2019年７月４日）第７-４項に定める経過的な取扱いに従って、当該注記のうち前事業年度に係るもの

については記載しておりません。

 

（貸借対照表関係）

　該当事項はありません。

 

 

 

 

（損益計算書関係）

該当事項はありません。
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（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　2021年３月１日　至　2022年２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 6,168 － － 6,168

劣後株式 4,000 － － 4,000

合計 10,168 － － 10,168

自己株式     

普通株式 695 － － 695

合計 695 － － 695

 
 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自　2022年３月１日　至　2023年２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 6,168 － － 6,168

劣後株式 4,000 － － 4,000

合計 10,168 － － 10,168

自己株式     

普通株式 695 － － 695

合計 695 － － 695

 
 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前事業年度

（自　2021年３月１日
至　2022年２月28日）

当事業年度
（自　2022年３月１日
至　2023年２月28日）

現金及び預金勘定 823,556千円 793,217千円

現金及び現金同等物 823,556千円 793,217千円
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（リース取引関係）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に対する取組方針

　　当社は、資金をリスクの僅少な預金で運用しており、また、一部資金の効率的な運用を図ることを

目　　的に株式等の運用を行っております。運転資金は全て自己資金にて行っております。

 

(2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

　　営業債権である売掛金は、主として会員の年会費及びクレジット会社への債権であります。これら

の　債権は一般的な回収リスクを有しておりますが、未納年会費については、クラブ規約等に従い、未

納者の状況を把握して回収努力を行い、未収クレジットに関しては大手クレジット会社との取引を行う

ことによりリスクの軽減を図っております。投資有価証券（非上場株式）は発行体の信用リスクに晒さ

れております。また、営業債務である買掛金、未払金及び未払費用は、そのほとんどが１年以内の支払

期日です。これらは、流動性リスクを有しておりますが、当社では、月次単位で支払申請書を作成する

ことにより、管理体制を構築しております。

 

(3）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　　金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用すること

により、当該価額が変動することがあります。

 

２．金融商品の時価等に関する事項

　貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

 

前事業年度（2022年２月28日）

 
貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 823,556 823,556 －

(2）定期預金 350,000 350,000 －

(3）売掛金 139,064  －

貸倒引当金※ △6,068  －

 132,995 132,995 －

(4）投資有価証券    

その他有価証券 1,009,668 1,009,668 －

(5）長期性預金 1,100,000 1,100,000 －

資産計 3,416,219 3,416,219 －

(1）買掛金 10,839 10,839 －

(2）未払金 98,670 98,670 －

(3）未払費用 49,927 49,927 －

負債計 159,437 159,437 －

※　売掛金に対する貸倒引当金を控除しております。
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当事業年度（2023年２月28日）

 
貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1）投資有価証券    

その他有価証券 1,318,216 1,318,216 －

(2）長期性預金 1,200,000 1,200,000 －

資産計 2,518,216 2,518,216 －

（注１）「現金及び預金」、「定期預金」、「売掛金」、「買掛金」、「未払金」及び「未払費用」については、、現

金であること及び短期間で決済されるため、時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略し

ております。

（注２）市場価格のない株式等は「(1)投資有価証券　その他有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の貸借

対照表計上額は以下のとおりであります。

（単位：千円）
 

区分
前事業年度

（2022年２月28日）
当事業年度

（2023年２月28日）

①投資有価証券（非上場株式） 583,507 583,507

②出資金 26,218 26,218
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３．金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

前事業年度（2022年２月28日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 823,556 － － －

定期預金 350,000 － － －

売掛金 139,064 － － －

長期性預金 － 1,100,000 － －

合計 1,312,620 1,100,000 － －

 

当事業年度（2023年２月28日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 793,217 － － －

定期預金 300,000 － － －

売掛金 119,308 － － －

長期性預金 － 1,200,000 － －

合計 1,212,526 1,200,000 － －

 

４．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該

時価の算定の対象となる資産または負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の

算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそ

れぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しておりま

す。

 

(1）時価で貸借対照表に計上している金融商品

当事業年度（2023年２月28日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

その他有価証券     

株式 1,318,216 － － 1,318,216

資産計 1,318,216 － － 1,318,216
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(2）時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

当事業年度（2023年２月28日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期性預金 － 1,200,000 － 1,200,000

資産計 － 1,200,000 － 1,200,000

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

投資有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価を

レベル１の時価に分類しております。

長期性預金

元金利の合計金額を同様の新規預金を行った場合に想定される利率で割り引いて算定しており、レベル２の

時価に分類しております。
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（有価証券関係）

１．その他有価証券

前事業年度（2022年２月28日）

 種類
貸借対照表計上額
（千円）

取得原価（千円） 差額（千円）

貸借対照表計上額が取得

原価を超えるもの

(1）株式 291,600 225,850 65,749

(2）債券    

①　国債・地方債

等
－ － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 291,600 225,850 65,749

貸借対照表計上額が取得

原価を超えないもの

(1）株式 718,068 891,953 △173,885

(2）債券    

①　国債・地方債

等
－ － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 718,068 891,953 △173,885

合計 1,009,668 1,117,804 △108,136

（注）非上場株式（貸借対照表計上額583,507千円）については、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積

もることができず、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含め

ておりません。
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当事業年度（2023年２月28日）

 種類
貸借対照表計上額
（千円）

取得原価（千円） 差額（千円）

貸借対照表計上額が取得

原価を超えるもの

(1）株式 1,104,556 823,372 281,183

(2）債券    

①　国債・地方債

等

－ － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 1,104,556 823,372 281,183

貸借対照表計上額が取得

原価を超えないもの

(1）株式 213,660 294,431 △80,771

(2）債券    

①　国債・地方債

等

－ － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 213,660 294,431 △80,771

合計 1,318,216 1,117,804 200,411

（注）非上場株式（貸借対照表計上額583,507千円）については、市場価格がないことから、上表の「その他有価証券」

には含めておりません。
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２．売却したその他有価証券

前事業年度（自　2021年３月１日　至　2022年２月28日）

種類 売却額（千円） 売却益の合計額（千円） 売却損の合計額（千円）

(1）株式 179,040 14,688 －

(2）債券    

①　国債・地方債等 － － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

合計 179,040 14,688 －

 

当事業年度（自　2022年３月１日　至　2023年２月28日）

該当事項はありません。
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（デリバティブ取引関係）

　　　　　当社はデリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。
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（退職給付関係）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社は、2008年７月16日より確定給付型の制度として、一般職の従業員の退職金に対し退職一時金制度を

設けております。なお、当社は、退職給付債務を算定するにあたり簡便法を採用しております。

 

２．簡便法を適用した確定給付制度

（１）簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

 

 
前事業年度

（自　2021年３月１日
至　2022年２月28日）

当事業年度
（自　2022年３月１日
至　2023年２月28日）

退職給付引当金の期首残高 18,104千円 19,610千円

退職給付費用 4,789千円 4,293千円

退職給付の支払額 3,284千円 1,049千円

退職給付引当金の期末残高 19,610千円 22,853千円

 

 

（２）退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金及び前払年金費用の調

整表

 
前事業年度

（2022年2月28日）
当事業年度

（2023年2月28日）

積立型制度の退職給付債務 －千円 －千円

年金資産 －千円 －千円

 －千円 －千円
非積立型制度の退職給付債務 19,610千円 22,853千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 19,610千円 22,853千円

   

退職給付引当金 19,610千円 22,853千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 19,610千円 22,853千円

 

 

（３）退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用 前事業年度4,789千円 当事業年度4,293千円

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社房総カントリークラブ(E04681)

有価証券報告書

50/69



（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

（2022年２月28日）
 

当事業年度
（2023年２月28日）

繰延税金資産    

未払事業税 1,482千円 1,343千円

未払固定資産税 9,640  9,879

賞与引当金 3,050  3,382

売掛金及び貸倒引当金 35,179  34,373

投資有価証券評価損 775  775

その他投資評価損 3,375  3,375

退職給付引当金 6,619  7,714

役員退職慰労引当金 21,157  12,151

減損損失否認額 3,435,133  3,428,475

その他有価証券評価差額金 36,501  －

　　繰延税金資産小計 3,552,915  3,501,471

評価性引当額 △3,521,772  △3,480,209

繰延税金資産合計 31,143  21,262

繰延税金負債    

その他有価証券評価差額金 －  △67,648

繰延税金負債合計 －  △67,648

繰延税金資産の純額 31,143  －

繰延税金負債の純額 －  △46,386

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（2022年２月28日）
 

当事業年度
（2023年２月28日）

法定実効税率 33.7％  33.7％

（調整）    

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △1.4  △2.0

住民税均等割 1.9  2.8

評価性引当額 △16.4  △4.3

その他 △1.0  △0.8

税効果会計適用後の法人税等の負担率 16.8  29.4
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（持分法損益等）

　　　　　該当事項はありません。
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（資産除去債務関係）

　　　　　　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社房総カントリークラブ(E04681)

有価証券報告書

53/69



（賃貸等不動産関係）

　　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　　　当事業年度（自　2022年３月１日　至　2023年２月28日）　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 プレー収入
レストラン

収入

登録料

収入

年会費

収入

商品売上

収入

その他の

収入
合計

一時点で移転

されるサービ

ス

1,039,398 321,268 101,890 － 16,936 5,543 1,485,036

一定の期間に

わたり移転さ

れるサービス

－ － － 118,110 － － 118,110

顧客との契約

から生じる収

益

1,039,398 321,268 101,890 118,110 16,936 5,543 1,603,146

 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は 「（重要な会計方針）５．収益及び費

用の計上基準」に記載のとおりであります。

 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当事業年度

において存在する顧客との契約から、当事業年度末日後に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関す

る情報

（１）契約負債の残高等

単位：千円

 当事業年度

契約負債（期首残高） 5,544

契約負債（期末残高） 6,336

契約負債は、主に期間の経過に応じて収益を認識する年会費の前受金です。期首の契約負債残高は、主に当

事業年度（2022年３月１日から2023年２月28日）の年会費収入を当事業年度前に受け入れた金額です。当事業

年度末の契約負債残高は、主に翌事業年度に収益認識に伴い取り崩されます。

 

（２）残存履行義務に配分した取引価額

当初に予想される契約期間が１年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、残存履行義務に

関する情報の記載を省略しております。

 

 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　　　当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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【関連情報】

前事業年度（自 2021年３月１日 至 2022年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が、損益計算書の売上高の９０％超であるため、記

載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　　　本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が、損益計算書の売上高の９０％超であるため、地　　

域ごとの売上高の記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

　　　本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の９０％超であるた

め、地域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　　　外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の１０％以上を占める相手先がないため、記　　

載はありません。

 

当事業年度（自 2022年３月１日 至 2023年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が、損益計算書の売上高の９０％超であるため、記

載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　　　本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が、損益計算書の売上高の９０％超であるため、地　　

域ごとの売上高の記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

　　　本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の９０％超であるた

め、地域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　　　外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の１０％以上を占める相手先がないため、記　　

載はありません。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前事業年度
（自　2021年３月１日
至　2022年２月28日）

当事業年度
（自　2022年３月１日
至　2023年２月28日）

 
１株当たり純資産額 1,983,480円61銭

１株当たり当期純利益金額 29,768円95銭
　

 
１株当たり純資産額 2,043,499円99銭

１株当たり当期純利益金額 16,903円79銭
　

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（自　2021年３月１日
至　2022年２月28日）

当事業年度
（自　2022年３月１日
至　2023年２月28日）

当期純利益金額（千円） 166,327 94,446

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る当期純利益（千円） 166,327 94,446

普通株式の期中平均株式数（株）   

普通株式 5,473 5,473

劣後株式（普通株

式換算後）
114 114

計 5,587 5,587

　（注）　当社が、剰余金の配当または残余財産の分配をするときは、劣後株式に先だって、普通株式に配当または分配

をなし、普通株式1株の配当額または分配額は、劣後株式35株の配当額または分配額と同等とします。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額
（千円）

投資有価証

券

その他有

価証券

㈱可児ゴルフ倶楽部 2,700 479,440

㈱千葉銀行 400,000 398,800

パナソニック㈱ 180,000 213,660

㈱三井住友フィナンシャルグループ 60,000 358,320

㈱三菱UFJフィナンシャルグループ 360,000 347,436

㈱笠間ゴルフクラブ 1,666 103,667

㈱明智ゴルフ倶楽部 172,850 400

計 1,177,216 1,901,723
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【有形固定資産等明細表】

資産の種類
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（千円）

当期末残高
（千円）

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額
(千円)

当期償却額
（千円）

差引当期末残
高（千円）

有形固定資産        

建物 2,205,438 7,745 － 2,213,184 1,804,305 24,456 408,879

構築物 1,945,172 30,332 － 1,975,504 1,749,043 19,579 226,461

車両運搬具 737,932 32,020 14,473 755,480 702,954 31,530 52,525

工具、器具及び備品 486,470 39,893 3,494 522,869 411,713 23,938 111,156

コース勘定 4,253,584 42,772 － 4,296,356 － － 4,296,356

土地 2,411,360 － － 2,411,360 － － 2,411,360

有形固定資産計 12,039,960 152,764 17,968 12,174,757 4,668,016 99,504 7,506,740

無形固定資産        

電話加入権 － － － 2,894 － － 2,894

ソフトウエア － － － 21,916 12,914 3,460 9,002

その他 － － － 2,800 － － 2,800

無形固定資産計 － － － 27,610 12,914 3,460 14,696

長期前払費用 1,783 － － 1,783 1,359 63 424

　（注）１．無形固定資産の金額が資産の総額の１／100以下のため、「当期首残高」、「当期増加額」及び「当期減少

額」の記載を省略しております。

２．当期の増加額の主な内容は次のとおりであります。

房総ゴルフ場 東コースバンカー改修他工事一式 42,772千円

 コース管理用機器一式 23,130千円

 東10番～11番カート道路舗装工事一式 10,840千円

 自動精算機導入（4台） 10,286千円

   

大上ゴルフ場 自動精算機導入（2台） 4,723千円

 2番他カート道路舗装工事一式 4,664千円
 

【社債明細表】

　該当事項はありません。

【借入金等明細表】

　該当事項はありません。

【引当金明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（目的使用）
（千円）

当期減少額
（その他）
（千円）

当期末残高
（千円）

貸倒引当金 32,089 31,343 7,620 24,469 31,343

賞与引当金 9,036 9,912 9,036 － 9,912

役員退職慰労引当金 62,680 3,320 30,000 － 36,000

　（注）貸倒引当金の「当期減少額（その他）」は、洗替による戻入であります。
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【資産除去債務明細表】

　該当事項はありません。
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（２）【主な資産及び負債の内容】

①　流動資産

ａ．現金及び預金

区分 金額（千円）

現金 5,668

預金  

当座預金 21,340

普通預金 766,208

計 787,549

合計 793,217

 

b．定期預金

相手先 金額（千円）

三菱UFJ銀行京橋支店 200,000

三井住友銀行千葉支店 100,000

合計 300,000

 

c．売掛金

イ．相手先別内訳

相手先 金額（千円）

株式会社ジェーシービー（ゴルフプレー代） 44,183

クラブ年会費 30,409

株式会社ディーシーカード（ゴルフプレー代） 17,196

三菱UFJニコス株式会社（ゴルフプレー代） 14,084

三井住友カード株式会社（ゴルフプレー代） 10,187

その他 3,246

合計 119,308

 

ロ．売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

当期首残高
（千円）

当期発生高
（千円）

当期回収高
（千円）

当期末残高
（千円）

回収率（％） 滞留期間（日）

(A) (B) (C) (D)

 
(C)

×100
(A) ＋ (B)

　

 
 (A) ＋ (D) 

 ２  

 (B)  

 365  
　

139,064 1,515,801 1,535,556 119,308 92.7 31

　（注）　当期発生高には消費税等が含まれております。
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d．商品

相手先 金額（千円）

プロショップ商品 539

合計 539

 

e.原材料及び貯蔵品

区分 金額（千円）

レストラン食材等 3,103

小計 3,103

　化粧品他消耗品等 8,672

　コース管理消耗品類 3,980

　その他 6,721

小計 19,375

合計 22,478

 

f.長期性預金

相手先 金額（千円）

三井住友銀行千葉支店 700,000

三菱UFJ銀行京橋支店 500,000

小計 1,200,000

 

②　流動負債

ａ．買掛金

相手先 金額（千円）

高瀬物産株式会社 1,781

鹿島食品株式会社 1,781

有限会社長谷川酒販 1,501

その他 7,254

合計 12,319
 
（３）【その他】

　　　該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ３月１日から２月末日まで

定時株主総会 ５月中

基準日 ２月末日

株券の種類 １株券、100株券、1,000株券の株数を表示した株券

剰余金の配当の基準日 定めはありません

１単元の株式数 該当事項はありません

株式の名義書換え  

取扱場所 日本証券代行株式会社　本店

株主名簿管理人 日本証券代行株式会社

取次所 日本証券代行株式会社　本店

名義書換手数料 取締役会で定める

新券交付手数料 無料

単元未満株式の買取り  

取扱場所 該当事項はありません

株主名簿管理人 該当事項はありません

取次所 該当事項はありません

買取手数料 該当事項はありません

公告掲載方法

当会社の公告方法は、電子公告とする。ただし、事故その他やむを得ない

事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、日本経済

新聞に掲載して行う。

株主に対する特典

当会社の発行する株式のうち、株券に「クラブ規約に基づき当会社の経営

するゴルフ場の会員となれる資格を有する」旨の記載のある普通株式１株

以上を所有する株主は、クラブ規約に基づき当会社の経営するゴルフ場の

会員となる資格を有する。

 （注）当会社の株式の譲渡または取得については、株主または取得者は、取締役会の承認を受けなければなりません。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

　該当事項はありません。

２【その他の参考情報】

　当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第49期）（自　2021年３月１日　至　2022年２月28日）2022年５月30日関東財務局長に提出。

(2）半期報告書

　（第50期中）（自　2022年３月１日　至　2022年８月31日）2022年11月25日関東財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書

 

  2023年５月29日

株式会社房総カントリークラブ  

 

 取締役会　御中  

 

 みかさ監査法人  

 東京都中央区  

 

 
指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士 安　田　幸　一

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社房総カントリークラブの2022年3月1日から2023年2月28日までの第50期事業年度の財務諸表、すなわち、貸

借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明

細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

房総カントリークラブの2023年2月28日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における

当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫

理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査

法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

その他の記載内容

その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、財務諸表及びその監査報告書以外の情報である。経営者

の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報

告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内

容に対して意見を表明するものではない。

財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と財

務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要

な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す

ることが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

 

財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを評

価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要があ

る場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がな

いかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにあ
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る。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決定に影

響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし

ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を

立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監

査証拠を入手する。

・ 財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実

施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び

関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、

継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付け

る。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に注意を喚

起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外事項付意見

を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどう

かとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計事象

を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の

重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（注）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が

別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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